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研究成果の概要（和文）：  本研究の主な成果は、ビジネス現場での共通語としての英語(BELF)使用の理論的背
景と既存研究理解の深化、アジアの多言語環境でのBELF使用の実態解明 - 企業や組織の種類、規模、グローバ
ル展開の度合い、参加者、コンテクスト等が複雑に関係、多層で多様なコミュニケーション様相であることが判
明、また質的詳細分析の重要さも判明 -、結果をいかにグローバル人材育成教育の一助にできるかの検討、これ
を広く共有、理解深化の為の国際ワークショップ開催や国内外学会での研究発表、出版等により、幅広い共有に
努めていることにある。また、若手研究者の裾野の広がりに寄与したことも成果の一つである。

研究成果の概要（英文）：   The main results obtained through the current research are three-fold: 
deepening the understanding of the research field of English used as a lingua franca in business 
settings (BELF) and its existing research, investigating and revealing the actual conduct of BELF 
communication in Asian multilingual business settings, and sharing the results with researchers, 
practitioners, policy makers and business people through holding international workshops, conference
 presentations and publications. It has emerged that BELF communication is complex, multilayered and
 diverse depending on variables such as the size and types of companies and organizations, the 
degree of their global and local balance of work, contexts of communication and participants, etc. 
It has thus also been made clear that the detailed qualitative research like the current one is 
invaluable in investigating this kind of BELF situations.

研究分野： 応用言語学、共通語としての英語(ELF)、デイスコース・会話分析、語用論、英語教育

キーワード： 応用言語学　ELF　英語教育　ESP　社会言語学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　グローバル人材育成が奨励され始めて久しいが、ビジネスピープルの多言語環境での共通語としての英語
(BELF)コミュニケーション実態を調査、これに基づき、多言語環境下のBELFコミュニケーションを見据えた言語
（英語）教育はどうあるべきかを提言した研究はまだ殆どない点で本研究の学術的意義は深い。また、グローバ
ル人材育成の一環として導入されることの多いEMI教育や言語（英語）教育の方向性を、特にBELF使用の実態を
踏まえて明らかにし、真の意味でグローバル市民育成に対応できる言語（英語）教育及び言語教育政策・方針へ
の具体的且つ実現可能な提案をすることの社会的意義も深い

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究開始の 2019 年は現在のグローバル化が進んだ世界での共通語としての英語(ELF)研究

の本格的開始以来 20年程経過の頃で、E L F 研究が飛躍的に発展した時期でもあった。この頃
より ELF 研究は、特に多言語状況下での ELF 使用実態解明に焦点を置くことが多くなり、ELF コ
ミュニケーションも参加者の第一言語及び非言語手段を含めたあらゆる言語及び非言語資源を
活用、円滑なコミュニケーションを図る側面が再認識され始めた(Cogo 2012, 2016, 2018; 
Hulmbauer & Seidlhofer 2013; Jenkins 2015, 2018; Mauranen 2012, 2018; Seidlhofer 2011, 
2016, 2018, 及び Canagarajah 2013,2018; Garcia & Li 2014; Li 2016, 2018 等も参照)。 
 研究代表者等による日本人参加の ELF コミュニケーション実態調査でも参加者が多言語資源
を自由に活用しつつ効果的、且つ自己のアイデンティティも表出しコミュニケートしている実
態が解明された(Iino & Murata 2013, 2016, Murata(ed.) 2016, 2018, Murata & Iino 2018, 
Murata, Iino & Konakahara 2019)。 また、メデイアでも日本人ビジネスピープルの海外派遣先
の 60%以上がアジアであり(日経新聞 2016.7.18)、新卒採用の過半数がアジアの大学卒業生とい
う IT 企業の出現等が報告されている(日経新聞 2018.10.2, 10.19)。このような状況下、増加傾
向にある多言語多文化背景のビジネスピープル(BP)が働く職場で日本人 BP が英語を共通語とし
て使いながらどのようにコミュニケーションを図っているかを、多言語資源、談話・語用論的方
略等の有効活用等の詳細も含め語用論・談話レベルでも分析、実態解明することは喫緊の課題と
されていた。 
このような中、本研究代表者は本研究開始前 8年程、高等教育及びビジネス現場で ELF 研究を

進めており、後者に関しては代表者及び分担者の卒業生を中心に EMI 教育経験がある BPを中心
にビジネス現場で英語を日々使っている方々の声をアンケート及びインタビューで集め、1)ELF
コミュニケーション経験の有無が英語コミュニケーションへの姿勢に影響、2)仕事での ELF コ
ミュニケーションの大部分がアジアの BP との間で行われ、またグローバル化の中でのビジネス
経験では、3)規範に基づく正確さよりビジネス相手とのコミュニケーションの成功、理解度の大
切さが重要、大学教育でも多様性に触れる機会導入が大切だと説く回答者が多くいたこと等も
判明した(村田他 2018, Konakahara, Murata & Iino 2017 参照)。また、H30 年 1 月末にはタイ
日本企業現地工場等を訪問、関係者のインタビューを実施、多言語多文化環境のビジネス現場で
のコミュニケーションが職種、職務、外部との交渉必要性等により、(B)ELF、現地語、親会社の
中心言語等の使用が多層且つ複雑に関係している点を把握した(Murata et al. 2018)。この調
査により、多言語多文化環境下の ELF ビジネスコミュニケーション(BELF)詳細分析の必要性を
強く感じた背景がある。 
 

 
２．研究の目的 
本研究では主として以下 3点を明らかにすることを目的とした。 
(1) 多言語多文化のアジアのビジネスピープル(BP)と日本人 BP の英語を共通語とするビジネ

スコミュニケーション(BELF)の実態解明をアンケート及びインタビュー調査で実施、BP の
認識レベルでの ELF コミュニケーションの実態を明らかにする。 

(2)上記(1)に加え、日本人とアジアの BP の実際の BELF コミュニケーションの実態調査の為、
参与観察、録音、及び必要に応じ事後インタビューも実施、このデータを、コミュニケー
ションでの多言語資源、談話・語用論的方略の活用にも焦点をあて、質的に詳細分析、日
本人 BPと多言語多文化背景のアジアの BPとの(B)ELF コミュニケーションで、どのような
方略が、どのように用いられ、円滑な（あるいはミス）コミュニケーションが行われてい
るか、を明らかにする。(実態調査では、R1(H31,2019)年度にシンガポール、R2(2020)年度
にタイ、R3(2021)年度に中国を予定*していたが、コロナ禍により、以下成果報告で詳述の
ように大幅変更となった。)（*想定外の事態等では調査順序変更等で柔軟に対応する。） 

(3)上記(1),(2)の結果を踏まえてグローバル社会での多言語多文化背景の BP と共通語として
の英語を使用したコミュニケーションを見据えた言語（英語）教育はどうあるべきか、言語
教育への ELF 的視点導入の可能性を探り、グローバル人材育成の一環として導入されるこ
との多い EMI 教育や言語（英語）教育の方向性を、特に ELF 使用の現実を踏まえて明らかに
し、真の意味でグローバル市民育成に対応できる言語（英語）教育及び言語教育政策・方針
への具体的且つ実現可能な提案をする。 

 
 
３．研究の方法 



本研究では(1)アンケートやインタビューに加え、実際に(2)ビジネス現場で ELF を使って日
常的に行われているコミュニケーションを体系的に録音、その特徴を会話・談話・語用論的分析
等の手法を用い質的に詳細分析、加えて参与観察、分析等のエスノグラフィーの視点も取り入れ、
(B)ELF コミュニケーションの実態を総合的に把握すると同時に、(3)この結果を言語教育にどの
ように活かすかを策定、国際研究会等の開催や学会発表、論文執筆、出版等で成果の共有にも努
めた。 
具体的に次の方法を用いてデータの収集及び、調査・分析を行なった。 

(1) 自由回答形式のアンケート調査とインタビュー調査をオンラインで実施 
（主に R2年度、R3,4 年度にも追加調査実施） 
調査結果は詳細な質的分析。 

(2) ELF ビジネスコミュニケーション現場での実態録音調査及び事後インタビューと 
詳細な談話・語用論的分析実施（主に R1年度後半-R4 年度、以下最初の予定も含む） 

(R2 年 1月末、シンガポールデータ収集) 
  (R2 年 9 月、タイデータ収集*）*コロナ禍で２年実施を延期、状況が改善せず、中止。

若手（元留学生）BPインタビュー実施に変更。 
    (R3 年 5 月、中国データ収集*)*コロナ禍で 1年実施を延期したが状況が改善せず、 

データ収集先をシンガポールに変更後 
R5 年１月末に実施。 

この他、日本国内での日本人と多言語文化背景の BPとのコミュニケーション実態も   
主としてインタビューで録音収集（代表者、分担者の卒業生 BP等の協力を得て実施）。 

(3) 上記 (1)-(2)の結果を有機的且つ総合的に踏まえて、グローバルコミュニケーションに対応
したELF的視点を取り入れた言語（英語）教育及び言語政策の在り方策定、及び国際シンポ
ジウム開催,研究結果を纏めた報告書の作成と出版(R4年度以降)、国内外学会での成果発表
等、広く研究結果の広報。 

    
 
４．研究成果 
研究成果は主として、(1)ビジネス現場での共通語としての英語(BELF)使用の理論的背景とこ

の分野の既存研究の理解の深化、(2)特にアジアの多言語ビジネス環境での BELF 使用の実態解
明、(3)その結果発表とこの結果をいかにグローバル人材育成教育の一助にできるかの教育的示
唆(4)結果の教育的意義、及びこれを広く共有する為の国際ワークショップ開催や学会での研究
発表の実施、(5)研究成果の出版等による、より広い共有、にある。また、このような学術活動
を通し、(6)この分野の理解を深め、興味を持つ若手研究者や大学院生等の裾野の広がりがあっ
たこと、も挙げられる。以下、順を追い、より詳細に説明する。 
 

(1) 多言語ビジネス環境での BELF 使用の理解の深化 
 BELF という分野の理解の進化は、(B)ELF 分野で国際的に活躍する研究者を招聘、講演や国際
ワークショップ開催による意見交換や今後の研究協力ネットワーキングの時間の確保等にて、
より深められた。 
① 国際研究会開催、招聘、特別講演等 
R1(2019 年)年 11 月 第１回 JACET ELF 研究会国際ワークショップ 
ドルトムント工科大学スザンヌ・イーレンライヒ教授を招聘（ビジネス現場での共通語としての
英語(BELF)の第一人者）、多言語環境下での BELF コミュニケーションに関し基調講演をして頂
くと同時に BELF に関するパネル発表にコメント、意見交換、参加者の BELF 理解の深化に貢献、
同時に研究グループ内でビジネスデータの収集、分析に関し助言を頂き意見交換。 
 
R4(2022)年 3月 第２回 JACET ELF 研究会国際ワークショップ（オンライン開催）、ロンドン大
学リ・ウエイ教授(多言語主義、translanguaging 等の理論に精通)に講演を頂き、また若手 BP を
パネリストとして招待、BELF コミュニケーションの実態をオンライン上のパネルで話し合うと
同時に、広く学生、研究者等と共有し、意見交換も行い、多言語ビジネス現場の現状の理解を深
めた。 
 
R4(2022)年 12 月 第３回 JACET ELF 研究会国際ワークショップ  

(ハイブリッド開催（対面及び一部オンライン) 
ロンドン大学アレシア・コゴ氏を招聘（R4 再繰越しの R2 招聘予算による）、 
コペンハーゲン大学のヤヌス・モーテンセン氏もオンラインで講演、お二人には多言語環境の中
でのELF及びBELFコミュニケーションについて理論とケーススタディに基づき、お話し頂いた。
また、海外で長年活躍していらっしゃる日本人 BP２名にパネルに参加頂き BELF コミュニケーシ



ョンの実態を紹介して頂くと同時に分担者を含む BELF の研究者の一般発表も実施、国内の多く
の研究者と情報を共有し、BELF コミュニケーションへの理解を深めた。 
 
R5(2023)年 2月第 4, 5 回 JACET ELF 研究会国際ワークショップ 

（対面開催、一部ハイブリッド) 
ヤヌス・モーテンセン氏対面参加、デンマークの多言語環境の中での ELF コミュニケーションを
前提とした教育に関し講演(R4 再繰越しの R2招聘予算で招聘）、また、 
リ・ウエイ教授も対面参加、Translanguaging と intercultural communication に関する講演を
実施（R4 繰越しの R3招聘予算で招聘） 
同時にウィーン大学バーバラ・サイドルホッファー、ヘンリー・ウィドウソン両教授は予定通り 
R４予算で招聘、それぞれ E L F と教育の主テーマの下、対面での講演をして頂くと同時に、最
終日には「ELF とその教育的示唆」というテーマで招聘研究者４名をパネリストとして迎え、参
加者と意見交換をし、この分野の更なる理解を深めると同時に情報を多くの参加者と共有した。 
 
(2) アジアの多言語ビジネス環境での BELF 使用の実態解明の為の実態調査 
 多言語ビジネス環境での BELF 使用の実態解明では現地のビジネス現場での実態調査を以下の
ように実施（及びコロナ禍による変更を）した。 
 
R2(2020)年 2 月初旬にシンガポールを拠点とした日系企業でのビジネス ELF 使用実態を調査、
ELF を使ってのビジネス現場での会議の参与観察と録音を行うと同時に、日系企業数社を訪問し
てインタビューも実施 
 
コロナによる不測事態での予定変更等 
R2 後半に予定していたタイの BELF 現場での実態録音調査は渡航制限等の為 R2 年度の実施は叶
わず予算を R3, R4 年度へと２度繰越し、実施を計画したが、コロナ禍の種々の制限が想定より
長く続き、またコロナ禍の影響で訪問予定現地企業の状況変化もあり実施不可。元留学生、若手
BP のインタビュー実施に変更。 
 
R3(2021)1-3 月 BP への自由回答形式アンケートとオンラインインタビュー調査実施 
R3(2021)年 4-5 月 追加インタビュー実施 
R3 年 5 月 EMI（英語による授業）プログラム参加留学生で、卒業後日本で働く若手 BP の職場
でのコミュニケーション実態調査をオンラインインタビューで実施 
 
R3 年度後半に中国で予定していた BELF 現場での実態録音調査はコロナ禍で実施できず、R4 に
予算を繰越したが中国のコロナ状況が改善せず、録音現場をシンガポールに変更、R5 年１月末
に現地でのインタビュー調査を実施、データは詳細に質的分析を行い、一部を R5 年２月末に繰
越実施した第４回 JACET ELF 研究会国際ワークショップで Murata, Iino & Ng 及び Iino, 
Murata & Terauchi で発表し、論文としても執筆中 
R4 年 上述のようにコロナ禍で延期になっていた R3 年分の日本人と多言語使用背景を持つア
ジアの BPの BELF コミュニケーションの実態調査、録音を R５年１月にシンガポールで実施。 
 
実態調査に関しては、上述のようにコロナ禍により多くの変更を余儀なくさせられたが、柔軟に
対応、概ね、予定通りのデータを収集することができ、多言語環境での多層的、且つコンテクス
ト、ビジネスタイプ、サイズ、参加者等でダイナミックに変化する BELF コミュケーションの実
態が明らかになりつつある。この分析結果は以下に詳述するように、学会発表、講演、論文執筆、
編集本の出版等の形で、共有に努めている。 
 
(3),(4) 学会発表、基調講演等（研究代表者、分担者による研究成果分） 
R1 年 8月に MHB（母語・継承語・バイリンガル教育）学会で村田が「バイリンガル/多言語環境
の中での ELF を媒介とした教育」に関し基調講演を行うと同時に 10 月にソウルで開催された
POA 学会にも招待指定討論者として参加 
 
R3 年 3 月 村田が JACET 関東支部及び東洋大共催オンライン招待講演で‘ELF'を媒介とする授
業で WEと ELF を学ぶことの英語教育への示唆について講演 
 
R3 年 8月国際応用言語学会(AILA)（オンライン）で飯野&村田と村田&飯野 として英語で発表 
その他、インタビューデータは村田、飯野を中心に質的分析を進めつつ、随時国際学会等の発表
の準備をすすめている。 



 

R4(2022)年 7月 村田が BP アンケート結果に基づき、言語文化教育学会で「言語教育政策及び

教育実践現場と言語使用実態との乖離」に関する招待講演、及び R5年 2月に繰越で実施された

第４、５回 JACET ELF 研究会国際ワークショップで、同様テーマで村田、小中原、石川を中心

に英語で発表 

 
R4 年 11 月に第１３回 ELF 国際学会のシンポジウムで Murata & Iino で、元留学生で、卒業後日
本で働く若手 BP インタビュー分析結果の口頭発表、その他の分担者も同学会で発表した。この
発表内容は国際学術誌に特集される予定になっており、Murata&Iino で論文として纏めている。 
 
今までに収集のデータ分析結果の一部は、R5年 2月末に、R2,R3 年度延期分と R4年に予定して
いたワークショップを第 4,5 回 JACET ELF 研究会国際ワークショップとして合同で開催したこ
とは既述したが、このワークショップで本研究結果発表の特別枠を確保、村田、小中原 & 石川；
村田、飯野 & Ng 及び飯野、村田 & 寺内で 3本データ分析に基づく発表を英語で行った。ま
た、同ワークショップでは上述したが、コペンハーゲンからモーテンセン氏、ロンドンよりリ・
ウェイ氏、ウィーンからサイドルホッファー、ウィドウソン両氏の４名の海外研究者を招聘、対
面での講演をして頂くと同時に、最終日には「ELF とその教育的示唆」というテーマでこの４名
をパネリストとして迎え、意見交換も実施、本科研グループの成果についてのコメント、意見交
換も同時に行われた。 
 
(5) 出版面 
R1 年 9月に村田と分担研究者石川、及び小中原を編集者とし Waseda Working Papers in ELF、
最終号、第 8巻を発行、今後はより多くの研究者がアクセスしやすく、また投稿もできる形の電
子ジャーナルとして 2017(2016 年 JACET ELF SIG 創設に伴い)に創設し、徐々に Working Papers
からの移行を計画してきた JACET ELF SIG Journal に本科研グループのみではなく、その他の
ELF 関係の研究者が研究成果を論文として投稿できるような体制を整えた。JACET ELF SIG 自
体、前回、前々回の ELF に関する科研によるメンバーとワークショップ等の参加者等を中心に、
更に ELF 概念理解の深化及び研究発展を目指すと同時により恒久的な研究グループを立ち上げ
ることを目標にH28(2016)年 4月に大学英語教育学会(JACET)の研究グループ(Special Interest 
Group – SIG)として設立したもので、本科研グループが中心になり、運営等に関わっている。こ
れに伴い、国際ワークショップも前回、前々回科研までの早稲田 ELF 国際ワークショップという
名称から JACET ELF SIG 国際ワークショップと変更、より包摂的な研究会へと発展している。 
  
R4 年 12 月, R2 の実態調査結果（主としてアンケート部分）は詳細な質的分析後、Murata, 
Konakahara & Ishikawa で JACET ELF SIG Journal に出版。 
 
最後に編集本関係では、2020 年７月 ELF の研究方法とデータ収集・分析に焦点を当てた村田の
編著書がラウトリッジ社から刊行、現在、本科研（及び前回、前々回科研）研究の総まとめとし
て ELF and Applied Linguistics というタイトルで本を編集中で、2023 年度中に同じく英国
ラウトリッジ社より出版予定である。 
 
(6) この分野の若手研究者や大学院生等の裾野の広がり 
上記(5)で述べたこととも関係しているが、過去２回と本科研による研究活動の進展で、若手分
担研究者のみではなく、JACET の ELF 研究会として発展した研究グループは多くの若手、中堅研
究者の 育成にも繋がり、現在 ELF に関する博士論文を執筆している大学院生の数も増加してお
り、着実に ELF 研究の裾野が広がっていると言える。 
 
国内外における位置づけとインパクト 
最後に国内外における本研究のインパクトであるが、上述のように、前々回、前回の科研費によ
る研究を含め、本研究終了までの 12年間に日本でも ELF 研究の裾野は確実に広がり、JACET ELF 
SIG の設立、SIG ジャーナルの発行開始、この分野の研究をする研究者、院生の増加等、E L F 研
究の発展には目を見張るものがある。また、過去１２年で合計１３回の国際ワークショップ、シ
ンポジウム開催（コロナ禍で一部延期及びオンライン開催）、４冊の国際出版社からの編集本出
版（４冊目は 2013 年末までに刊行予定）で本科研グループの研究は国際的にも認められ、影響
力のあるものとなっている。 
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